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株式会社スルッとＫＡＮＳＡＩ               

三 井 住 友 カ ー ド 株 式 会 社               
 
 大阪府池田市役所向けに入退管理機能付きのＰｉＴａＰａカード発行！ 

～メモリ分割機能を利用し、１枚の非接触カードに複数の機能を搭載～ 
  

株式会社スルッとＫＡＮＳＡＩ（本社：大阪市中央区、社長：新谷和英）は、大阪府池

田市役所（所在地：大阪府池田市、市長：倉田薫）向けに、入退管理機能の付帯された「Ｐｉ

ＴａＰａ（注１）」カードを発行致します。尚、カード発行業務については、ＰｉＴａＰａシ

ステム全般の運用をスルッとＫＡＮＳＡＩより受託している三井住友カード株式会社（本

社：東京都港区、社長：栗山道義）が行います。  
 

 （注１）ＰｉＴａＰａとは 
  スルッとＫＡＮＳＡＩの非接触ＩＣカードによる交通乗車・ショッピング決済サービスで、三井

住友カードがカード発行、加盟店開拓、会員管理、精算・請求、コールセンター等一連の業務を
受託しております。 

  ポストペイ(後払い)方式を導入する社局においては、交通乗車・ショッピング決済ご利用額が口
座引落しで決済され、交通のご利用分については、ご利用実績に応じて割引が受けられます。 

 （※割引きの内容は、交通事業者によって異なります） 
  

 昨今、個人情報保護への関心が高まっている中で、市民の個人情報を扱う市役所でもセキ

ュリティ管理は重要な課題となっております。２００５年１１月１７日より、池田市役所で

は、市庁舎各フロアの扉にロック機器を設置し、本ＰｉＴａＰａカードをかざした場合のみ

入退室できる仕組みを導入することによって、外部からの第三者の侵入を防ぎます。  
 さらに、池田市では環境保護の観点から、自動車に替わって電車での通勤を推進しており、

入退管理機能と乗車券機能の一体化が可能な「ＰｉＴａＰａ」カードが採用されました。 
 
「ＰｉＴａＰａ」はＦｅｌｉＣａ（注２）の非接触ＩＣチップを使用しており、そのメモ

リ分割機能（注３）を利用することによって、①発行者の自社サービスを搭載するプライベ

ート領域（スルッとＫＡＮＳＡＩでの乗車券機能やＰＩＴａＰａ加盟店での買物機能）と

②発行者以外のサービスを搭載する共通領域（池田市役所での入退管理機能）に分割され、

１枚のカードで複数の機能の利用が可能になります。 
 
スルッとＫＡＮＳＡＩ及び三井住友カードでは、今後も交通乗車・ショッピング決済サ

ービスと、入退管理やログイン認証等の独自機能を併せ持った多機能ＰｉＴａＰａカード

を発行することにより、導入先の多様なニーズに応えます。  
（注２）ＦｅｌｉＣａとは 

ソニー株式会社が開発した非接触ＩＣカードの技術方式です。ＦｅｌｉCａは、ソニー株式会社の
登録商標です。  

（注３）メモリ分割機能とは 
ＦｅｌｉＣａのＩＣチップ上の余剰メモリを論理的に２つのエリアに分割し、自社機能を搭載した
プライベート領域に、他社機能を搭載できる共通領域を生成するものです。 
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